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主催：（社）日本グラフィックデザイナー協会秋田地区
協力：森川酒造店
後援：秋田県、仙北市、北秋田市、秋田県教育委員会、仙北市教育委員会、北秋田市教育委員会、
社団法人秋田県芸術文化協会、財団法人秋田学術振興財団、秋田魁新報社、北鹿新聞社、
河北新報社、ＡＢＳ秋田放送、ＡＫＴ秋田テレビ、ＡＡＢ秋田朝日放送、ＮＨＫ秋田放送
局、エフエム秋田、秋田公立美術工芸短期大学、仙北市商工会、秋田内陸線再生支援協議
会、角館町観光協会、社団法人田沢湖観光協会、西木観光協会、ＮＰＯきたうら、ＮＰＯ
立町商店会（順不同／マーク・ロゴタイプ・敬称略）

日
本
酒
４
合
瓶
の
ラ
ベ
ル
を
媒
体
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
作
品
展

12
セ
ン
チ
×
12
セ
ン
チ
の
小
さ
な
世
界
。

こ
の
限
ら
れ
た
平
面
に
私
た
ち
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
歴
史
を
投
影
し
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
秋
田
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

手
に
取
っ
て
、
一
献
傾
け「
ふ
る
さ
と
秋
田
」を
味
わ
い
、
感
じ
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
語
ら
い
た
い
。

酒
が
醸
す
語
ら
い
と
和
の
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。

そ
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
展
覧
会
で
す
。

■
秋
田
展
■

　

展
覧
会
場
：
秋
田
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
1
F
秋
田
贔
屓（
あ
き
た
び
い
き
）内

　

展
示
期
間
：
9
月
16
日
〜
10
月
18
日

■
角
館
展
■

　

展
覧
会
場
：
角
館
駅
前
蔵（
予
定
）

　

展
示
期
間
：
10
月
20
日
〜
21
日

■
秋
田
展
■

　

展
覧
会
場
：
秋
田
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
1
F
秋
田
贔
屓（
あ
き
た
び
い
き
）内

　

展
示
期
間
：
9
月
16
日
〜
10
月
18
日

■
角
館
展
■

　

展
覧
会
場
：
角
館
駅
前
蔵（
予
定
）

　

展
示
期
間
：
10
月
20
日
〜
21
日



JAGDA AKITA　AUTUMN EXHIBITION

主催：社団法人 日本グラフィックデザイナー協会 秋田地区
協力：秋田内陸縦貫鉄道株式会社

この展覧会は秋田内陸縦貫鉄道株式会社のご理解とご協力により、社団法人日本グラフィックデザイナー協会秋田地区が企画運営する、
車内中吊りを媒体とし、車内を展覧会場に見立て、展覧会を開催するデザイン活性化と地域貢献のための事業です。

テーマ「いのち」

展覧会場：秋田内陸線普通列車各車輌内
展示期間：10月15日（月）～11月15日（木）まで

展覧会の会場となる秋田内陸縦貫鉄道の列車を、日常の生活を送るための生命

線としている地域の人々も多い、いわば暮らすための「いのち」の絆がこの列車

といえるでしょう。

また、昨今の秋田県や東北各地でもには「いのち」に関わる事象やニュースが目

立つようになってきましたた。さらに、価値観の多様化で「いのち」あるいは「い

のちより大切なもの」という概念も広がってきた感があります。

今回は、時代の流れに押しながされまいと踏ん張りながら暮らしの「いのち」を

繋ぎ続ける列車を舞台に、十人十色の捉え方で、広大な価値観をひめたフシギな

キーワード「いのち」について考えてみたいと思います。
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※
実
施
要
項
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
9
月
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日
現
在
に
お
い
て
企
画
進
行
中
で
す
の
で
開
催
時
に
一
部
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

後援：
秋田県、仙北市、北秋田市、秋田県教育委員会、仙北市教育委員会、北秋田
市教育委員会、社団法人秋田県芸術文化協会、財団法人秋田学術振興財団、
秋田魁新報社、北鹿新聞社、河北新報社、ＡＢＳ秋田放送、ＡＫＴ秋田テレ
ビ、ＡＡＢ秋田朝日放送、ＮＨＫ秋田放送局、エフエム秋田、秋田公立美術
工芸短期大学、仙北市商工会、秋田内陸線再生支援協議会、角館町観光協会、
社団法人田沢湖観光協会、西木観光協会、ＮＰＯきたうら、ＮＰＯ立町商
店会（順不同／マーク・ロゴタイプ・敬称略）
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いつもそこにある…くらしを支えるJAGDA会員作品展

JAGDA秋田地区からのアピール

■新聞広告やTVCM、様々な食品のパッケージやポス

ター、書店に並ぶ本の数々、映画や教育番組、コンビ

ニで買う1枚のガムにいたるまで、JAGDA会員の仕

事を目にしないことはありません。つまり、日本人な

らば「あまねく」JAGDAとかかわりながら生活してい

るわけですが、巷に溢れるさまざまなものがJAGDA

会員の仕事だということは以外と知られていないと

思いませんか？

■地方でデザイン業を営む会員にとって、全国的に

誰でも知っているヒットデザインやメジャーデザイ

ンを手掛けている著名デザイナーと、地元で業務を

営むデザイナーがJAGDA会員として同じ立場で日本

と地域の経済やくらしを支えているということを、

日常に密着した視点から知ってもらうことは、とて

も大切なことであり、それを肌で知っているクライ

アントかそうでないかの違いは、仕事の上でも質や

効果の違いとなって現われることでしょう。

■そこで、首都圏および大企業をクライアントとす

る会員に協力を仰ぎ、日常の暮らしと大きく関わっ

ている商品や映像など、特に地方でも必ず目にする

ことのできるJAGDA会員の作品を集めた展覧会を、

首都圏主導ではなく地区発案の企画として、地方の

ための巡回展としての実現の可能性について探ろう

とするものです。

くらしと共にそこに ある。
そして私たちの中にいつも ある。
だから inside

■くしくも、本年度の代表幹事会で、会員数増強対策として、さまざまな関連

業種を対象とした入会勧誘対象先のリスト集めを実施するという案が提案

されたとの事ですが、私どもの団体は一定のクオリティ保持を前提とした職

能集団でなければならないと認識しております。ですから、会員の増強もさ

ることながら、地方においてJAGDA会員の地位向上とデザインフィーに対す

る意識改革に力を注ぎ、これらの地域格差を是正し、大謀網的会員確保で組

織を運営するのではなく、会員各自が現在の倍くらいの年会費を投じても支

障がないくらいの業務対価が得られるような業務環境づくりの方がはるか

に重要と考えます。

■JAGDA秋田地区では、JAGDAの組織として各種の業務委託を受けておりま

すが、2006年度の商品開発関連業務において、首都圏コンサルタント（JAGDA

会員ではありませんが）との協調（競争？）的受託の事業をおこなう機会があ

り、地方デザイナーに対する偏見と首都圏業者に対する盲目的信頼の中で、

地元デザイナーの実力と誠実さ、JAGDA会員のスキルの高さを知っていただ

く機会を得ました。

しかし、このようなチャンスはどこにでも転がっているわけではありません

し、首都圏業者に比べてはるかに大きなコストを無視した労働的投資も必要

でした。

こうした地方デザイナーの苦労は、他の地域でも少なくないのでは？と私た

ちは思ったのです。

もし、クライアントや周囲の人たちが、JAGDAについて肌で感じ、第一線のク

リエーターの組織であることを暮らしに密着した部分で知ってもらえれば、

地方会員にとってJAGDA会員であることの本当のメリットが享受できると

同時に、JAGDA会員としての姿勢や自覚も深まるのではないかと考えました。

JAGDA秋田地区はそのための手段を探る試みに、手を貸していただける東北

の有志を募ります。
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いつもそこにある…くらしを支えるJAGDA会員作品展

調査事業のプロセス

くらしと共にそこに ある。
そして私たちの中にいつも ある。
だから inside

実現の可能性について考える
企画調査委員会への
参加者を募ります。

アンケートの集計・分析

初期調査報告を本部へ提出

企画調査委員会の設立

企画調査委員会

事業規模、事業内容の策定、精査

アンケート内容の決定、集計、分析など

※秋田地区が地区事業申請し本部補助金対象となったため、

企画調査委員会は東北地域から有志を募り秋田地区が中心

となって実施します。

企画調査委員会の運営

調査委員会の運営は、原則としてメールまたは専用チャット

で行うものとします。調査委員には秋田地区が任期中のみ有

効の専用メールアドレスを発行し、運営の円滑化に努めます。

アンケートの方法と集計、分析

アンケート内容は企画調査委員会で決定し、秋田地区が地区

補助金で用紙を作成し本部の定期郵送物で全国配付しても

らいます。

用紙は連番入り無記名方式で、会員1名につき1回のみとなり

ます。アンケート受付はFAXまたは専用サイトにて行います。

サイトは秋田地区が地区補助金で開設します。

情報の管理、集計はアンケート用紙に記載の番号でおこない、

無記名とするのでプライバシー保護と同時に内容の重複や

二重投票を防ぐことができます。FAXとWEBサイトの両方に

同じ番号がある場合はFAXを採用とします。

調査報告書の作成

調査報告書の作成についてはPDFデータを基本として、ネッ

ト上で編纂を行います。本調査委員会の目的のひとつにネッ

トを活用し移動の負担を極限まで少なくして、ネット上で可

能な協調、連携作業についての試行があります。

※秋田地区としては、志を持って参加していただいた方には、

それに答えられる知識的報酬が得られる事業となるよう心

がけています。

東北地域から全国各地域すべてのアピールへ

■この展覧会を通して職能として経済やくらしを支えてい

るデザイナーJAGDA会員の「しごと」を広く知ってもらうと

共に、地域にも大企業を手掛けるクリエーターと志を供給

するJAGDA会員が存在することを再認識してもらい、クラ

イアントの意識次第で地方のデザインは、もっと楽しくエ

キサイティングにくらしや企業を演出できるのだというこ

とを知ってもらいたいのです。そけが、結果として地方デザ

イナーの地位向上と、自らの意識向上にもつながると考え

ます。

■展覧会の企画、調査作業では、全会員を対象に全国アンケ

ートを計画しています。つまり、全会員が様々なグラフィッ

クデザインのジャンルから展覧会に値する作品を選ぶのです。

これこそが、日本のメジャー商業デザインの集大成となり

うるのではないでしょうか。そして、それを地域主導で実現

することが、活動拠点にとらわれず全国会員が全て同じ土

俵に立つことになるのだと思います。それを東北発のアピ

ールに、そして東北地域から全国各地域すべてのアピール

できればと希望します。


